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1_はじめに
平成 12年 7月23日～ 27日の 5日間にわたって,第 24回数学教育心理研究国際会議 (p
ME24)が広島国際会議皐を中心として開催 された｡ このPME24は,直後の 7月 31日か
ら7日間にわたって千葉の#張メッセで開催された国際数学教育会議 (lCME9)との兼ね合い
で海外からの参加者 も多く,国内の参加者を会わせて約 800名が参加 した｡ (私の推測であ
り確かな人数はわからない)｡私は幸いにしてPME24とICME9の両方に参加することができた｡
開催規模を首都圏開催のICME9と比較するとPME24はややこじんまりとした印象を受けるが,
それだけにアットホームであり,好感が持てた会議であった｡
2.全体慎濃を聞いて
5日間の会議の中で4つの全体経済が行われた｡諸外国の詐演は最近流行の欝知科学に関す
るものが多く,私の苦手な英語による経済に加えて.極めて抽象的で分か りにくい内容であっ
たOそのような講演の中で唯一分か りやすかったのが,和製英語を駆使 しながら具体的な内容
を取 り上げた筑波大学の能田仲彦氏の講演であった｡
能田氏は ｢日本の教育におけるオープンアプローチによる算数数学教育の学習指斗 ｣につい
て講演 し.そのメインとして筑波大学附属小学校 6年生の井数の授業をビデオで紹介 した｡後
から知ったことであるが,それは全国的に知られた有名なビデオである｡｢5個のおはじきを
紙の上に投げ,その散らば り具合の大きい人を勝ちとするゲーム｣を児童に体験 させ,その体
験を通 して ｢散 らばり具合をどのように数値化 したらよいか｣を児童に考えさせている｡次に
その内容を簡単に紹介する｡
教師は下のような図を見せ,｢一番散 らば りが大きい人が勝ちですoABCの誰が勝ちでし
ょうか｣と問題を提起する｡
A B
このゲームを子ども連にしばらく体鼓 させ.やがて何人かの子どもに結果を模造紙に書かせ
て黒板に貼るよ=)に指示する｡友達の結果が掲示されると.子ども連は,様々な散らばり方が
あることに気づく｡教師は ｢なぜそれが一番散らばっていると言えるのか｣と.みんなが納得
するように説明を求める｡何人かの子どもが手を挙げ考えを述べた｡多くの説明には6年生ま
での既習事項である長 さや面積が桔籍に上る｡やがてその議論は,様々な決定方が有ること-
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話題が移っていく｡
この議論を見て,日頃から子ども連が長さや面積と言った専門用語を用いて説明できるよう
に育てられていることがよくわかる｡やがて教師は ｢よりよい判断の仕方を得点で表せないか｣
と問題を投げかける｡
自力解決では,子どもは自分なりの数丑化の方法を編み出すO発表ではその方法の利点が話
題にされるが,他の子どもからは定義の不十分さに対する反例が示されるO熱のこもった議論
を通じて子ども達はより洗練された方法を定めようと.多様な鼓輪が総合されていく｡
発表が終わった段階で,教師は最初の場面に立ち返 り,誰が提案した方法で勝者を決めれば
よいかを決定することにした｡子どもはより単純なものを選びたいと考え,もっとも多かった
面積による比較で勝者を決めることにした｡子どもは決められた方法で,それぞれに面積を求
めてその値を比べ勝者を決定したo同時に,散らばり具合によっては必ず しも面積は妥当な方
法ではないことが議論された｡最後に教師は面積での決定は再考すべき余地があることを話題
にして,今 日の授業を振 り返った｡そして ｢今 日はあいまいなものを比較するとき,数量で表
す方法を学んだ｣と授業を結んだ｡
この授業は,｢こどもは問題状況に応 じて自らの問題を設定し得ること｣,｢自分自身の方法
を設定し得ること｣,｢-つの解答ではなく様々な解答を容終すること｣,｢異なる解法の内容を
詳細に確かめ,妥当性を吟味し反駁 しえること｣を示 した｡この結果,オープンアプローチに
よる学習指導は,教室において生き生きとした数学的活動を提供することを示唆 した0
3.ポスタープレゼンテーション
私は,7月24日～27日にわたって展示するポスタープレゼンテーションに参加 した｡こ
のポスタープレゼンテーションには,前もって審査があるのだが.それほど厳 しい審査ではな
かったように思う｡
私は平成 11年度より ｢数学が好きになる要因｣を第 3回国際数学理科教育調査 (1995
午)を用いて分析 してきたO平成 11年度に中学校第2学年の分析が終わり.平成 12年度に
小学校第4学年の分析が終わった｡その結果 ｢小 ･中学校 とも,宿席を児童 ･生徒に課した方
が算数 ･数学好きになる｣と育った分析結果を得,それを日本教育情報学会等で発表 し大きな
反響を得た｡
私がこのポスタープレゼンテーションで発表 した内容は,平成 12年 6月の岡山大学算数 ･
数学教育学会で発表した ｢数学が好きになる要因の分析 (中学校編)一第 3回国際数学理科教
育調査を用いて-｣の要約に近いものである｡この時点では中学校第2学年の分析 しかできて
いなかったために,小学校の内容には触れていない｡
私がこのポスタープ レゼンテーションで発表 した英文は次の4.に示すものであり,5.に日
本語訳を併記しておく｡
4,ポスタープレゼンテーションに発表した英文
ProposaltoJuniorHigh SchooZMa山ematicsEducation
Basedon'■TheThirdInternationalMathematicsandScienceStudy"
ShiroSUWAK1
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OkayamaUniversityofScience
Wehavelongappreciatedtheseriousnessoftheproblem 山atmoreandmorepupilsdislikema仙sand
science･ByuslngthedataofrTheThirdInternationalMathematicsandScienceStudyH,Ianalyzedthefactors
tocausethemtolikemathsboth&om thepupi)vleWPOlntand&om theteachervLeWPOlnt.Basedonthe
analysIS,IwouldliketoproposethefolowlngaSaSOIutiontotheproblem.
(1)Genera日y,whenteachersforcepupilstoreachhigh Levelsofaccomplishmentinmaths,theirscholastic
abilitiesaresuretyImproved.Ontheotherhand,theytendtodislikeit.AsinSingapore,however,with an
eamesteffortofthegoverTlmentandteachers,itispossibletomaintainahighlevelofscholasticability in
ma仙sandho一dpupils■interestinitatthesametime･
(2)Themorehomeworkandguizes,themorepupilestendtocometolikemaths,though tJleyShouldnotbe
excessive･Therefore,teachersmustnothesitatetOgivetheirpupilshomework.
(3)Pupilswhoareinterestedinlproportion"inmathstendtolikemaths.Teachersshouldmakeuseofitin
ordertomaketheirpupilsinterestinmaths.tisadvisabletocitemanyexamplesof"proportionl.inactuallife,
(4)Pupilswhofindmathse-asyandinteresting,consideritimportantinlife,andseekworkusingittendto
likemaths.Teacherssl10uldkeepltinmindinclass.
(5)Theclearerthepupils'motivationtohavegoodmarks,themore廿leylikemaths･Ofalthepupils丘･om
manycountries,Japaneseoneshavetheleastmotivationthattheywanttomaketheirparentshappy.Perhaps
familyaffectionisnecessarytoenhancepupils'motivationtodowe)Hnthetest.
(6)Pupilswhocanexplainthereasonfor山eirownanswerstendtolikemaths.As oaenasopportunity
aHows,teachersshouldencouragetheirpupilstoexpressthemseJveswithoutbeingah-aidofmakingmistakes･
(7)Whenteachersdecidehowtoteachunder山eguidanceoftheMinisteryofEducation,theirpupilstendto
likemaths.Therefore,besidestextbooks,teachersshou】dmakethebestuseofthemanualbytheMinisteryof
Education.
(8)Pupilsgivestrongsupporttoevaluationsoftheirhomework･Homeworkistoestablishabondbetween
teachersandpupils,soitisnecessarytoglVeandgradehomework･
5.英文のE]木簡tR
中学校数学教育への提言
洲脇史朗
岡山理科大学
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｢数学嫌い｣や ｢理科嫌い｣を憂慮する声が聞こえ初めてから久しい｡ここでは第 3回国際
数学理科教育調査のデータをもとに,数学が好きになる要因を生徒の立場と教師の立場に分け
て分析 した｡私はその分析結果から,中学校数学教育-次のような提言 (一部)をする｡
(1)一般的に,学習の ｢高いレベル｣を要求すると学力は向上するが ｢数学嫌い｣も多くなる｡
しかし,シンガポールの例が示すように,高いレベルを維持 したまま ｢数学好き｣にするこ
とも,行政や教師の熱意で可能であるo
(2) ｢宿題｣や ｢小テス ト｣は,程度に配慮は必要であるが,多いほど ｢数学好き｣になるO
教師は生徒に遠慮せず,指斗力を発揮すべきであるO
(3)学習内容の ｢比例｣が ｢数学好き｣との相関が高く,深める学習に適 した内容と言えるの
で,実際の例を用いて指導することが大切である｡
(4) ｢数学の勉強が楽 しい｣,｢数学はやさしい｣,｢数学は生活で大切だ｣,｢数学を使 う仕事が
したい｣と思えることが ｢数学好き｣につながっている｡本気でそう思える指叫を心掛けて
いかなければならない｡
(5) ｢良い成練を取りたい理由｣がはっきりしているほど ｢数学好き｣になる｡その中で ｢親
を喜ばすため｣と言 う理由で日本が一番低い｡繁栄の陰で忘れかけた家族愛を今一度取 り戻
していく必要がある｡
(6) ｢自分の解答に対して理由が首える｣ほど ｢数学好き｣になる傾向がある｡間違いを恐れ
ず.生徒が自分の考えを発表する機会を増やしていく必要がある｡
(7)教師が指斗方法の決定を ｢教育快程指年番で行 う｣ほど ｢数学好き｣が多い｡安易に教科
書だけに頼らないで.指導音をもっと活用する必要がある｡
(8)評価方法の内 ｢宿題を評価する｣のは生徒に強い支持を得ている.宿題はいろいろな意味
で教師と生徒とを結ぶ杵であるので,探 して評価する必要がある｡
6.ポスタープレゼンテ-シヨンのディスカッション
このポスタープレゼンテーションには, 7月25日 (火)の午後に60分間のディスカッシ
ョンの時間が設けられている｡そしてこの時間,出展者はポスターの前に立って質問を受け付
ける義務があるO英語の苦手な私は.英簿に堪能な日本人を見つけて通訳をお願いしようと,
虫の良いことを考えていた｡そこで私は事前の分科会へできるだけ多く参加 し,発表者の中か
ら英語に堪能な人を見つけることにしたOやがてこれぞと思う適任者を見つけて交渉 した結果,
通訳の了解を取 り付け,ディスカッションの時間帯に再会することを堅く約束した｡
ところが約束の時間が来ても当人は現れず,不安が増すばかりであったが,やけくそでボス
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クーの前に立っていた｡ しかし幸いにも質問してきたのはほとんどが日本人で,英語で質問し
てきたのは日系のアメリカ人ただ一人であった｡ しかもその日系アメリカ人は日本語が達者で
あったため苦労することもなく,本当に有意義な1時間を過ごすことができたC後 日散になる
が,数 日後,あの約束を破った通訳の人と千葉の群張 (ICME9)で再会するというハプニ
ングがあった｡
他のポスターよりも.多くの客 ?が私のポスター前に集まり熱心に質問し,そして私の鋭明
に耳を傾けてくれたOその様子を見て,あまり客の来なかった隣の店主が私の発表内容に何か
と難癖をつけてきたのには少 し腹も立ったが.逆にほほえましい出来事でもあった｡
いずれにしても ｢数学が好きになる要因｣は数学の現場教師にとって大変気になることのよ
うである｡それは学者が技術立国日本の将来を憂うのとはやや臭なり,現場教師は ｢いじめ｣
と並んで ｢教科嫌い ｣が不登校や学級 ･学校働境 と何 らかの関連があることを肌で感 じている
のである.そして,日々 ｢数学を好きにさせたい｣と願っている｡そんな思いを心に秘めなが
ら日本の教師は私のポスターの前に立ち,｢宿題を探 し,小テス トをすることが数学好きにつ
ながる｣と言った私の分析に耳を傾けたのであろうO
ある教師は ｢宿題を出しても生徒はやってこないし,学校よりも塾を優先する生徒につい遠
慮 して,宿題を出すことに蹄坪 していたが,この分析結果を聞いて安心 した｡今後は勇気を出
して宿願を出しますO｣と目を輝かせて応えてくれた｡ しかしある教師は,｢昔は宿題をやって
来ない生徒は廊下に立たせたり,頭をぽかりとやったもんだが,今は何もできないC 口でしか
ったり,｢成績を下げるぞ｣と脅 しても効果はほとんどない｡宿博を出すだけ空しくなって何
時のまにか出さなくなって しまった｣と深刻な現状を漏 らしていた｡理想と現実の狭間で苦し
んでいる現場教師の生々しい声である｡
また日系のアメリカ人は,｢このような分析はアメリカでは既にやっているO 日本は遅れて
いるのねO｣と鼻高々であったが,｢数学の得点｣といろいろな要素との相関はとっても,私の
ように徹底 して ｢数学が好き｣とだけの相関をとった分析は無いようである｡
7.今後の学会や合繊への捷富
国際会議や学会を通して感 じることは,学会の理輪と学校現場の現実とのギャップであるO
学会でいくら ｢詠知科学から見て,このようにしたら生徒は理解 しやすくなる｣と強調 しても,
学校現場ではそれを研究したり実践するゆとりが無いのである｡日本の教育で今必要なことは,
会議や学会が学校現場の現実を直視 し.理論と平行 して現実に合った改革を提言することでは
ないだろうか｡また学校現場も ｢良いと分かっているが学校ではできない｣などと嘆げいてば
かりいないで,思い切ってやれるところからやってみてはどうだろうかO
先 日岡山理科大学の構内で,あまり面織のない教授から話しかけられた｡｢先生は数学が好
きになる要因を研究している洲脇先生ですか?｡今回小泉内閣はできて,今までタブーであっ
た日本国憲法についての議輪ができるようになった｡教育も今まで語ることがタブーであった
部分を含めて,学校教育はいかにあるべきかを帯る機会を作 りませんか｣｡私は ｢願ってもな
いことです｣と答えた｡
ページに余裕が有るようなので,今後 ｢学校教育はいかにあるべきか｣を話論するたたき台
として,私の考えを述べてみたい.
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(1)各教科の目積を缶リ実践しよう
今後の学校教育はいかにあるべきか,話は大きくなったがその最初の改革は,まず教師が機
会あるごとに,各教科の目標を,生徒が納得できる分かりやすい言葉で語ることであるoそし
て,この授業がその目標を達成するための実践であることを知らせることである｡当然その目
標は ｢数量一図形などに関する基礎的な概念や原理 ･法則の理解を深め - ･｣と言った,生
徒に分か り難いものではなく,｢粘 り強く考え続け,考えたことを相手に分かるように鋭明し
たり表現する力を育成する｣と苦ったように,やがて社会で役立つと思える表現でなければな
らない｡
我が国が,欧米の猿真似をし知織 ･技能や小手先だけの工夫で先進国に仲間入 りする時代は
終わった｡先頭に並んだ日本が今後歩むべき道は.新 しい物や考えの創造である｡新しい発見
や発明は一部のエ リー トによる仕事ではなく,国民全体の創造力が高まり広い底辺ができてこ
そ巨大などラミッドとなるのである｡今後の我が国において,数学や理科教育の受け持つ役割
はこの創造力を育成することであろう｡新学習指導要領でこの創造力の育成が目標として掲げ
られたのは恵鼓深いoまたICME9でも創造力の育成について幾つかの分科会が開催されたo数
学教育における世界の動きも創造力の育成にますます高い関心を示している｡既に韓国では創
造力を育成する時間を授業外に確保 しているようである｡
創造力の育成を ｢基礎基本の上に立った多様な考えと論理的思考力の育成｣と分解すぼ,そ
れを生徒にわかりやすく説明し,｢今 日の授業は基礎基本の部分であまり面白くないが,やが
てこんなことに役立つから頑張ろう｣とか.｢この間題は多様な考えができるよ｣や ｢この証
明を考えることで論理的思考力を身に付けよう｣等,生徒を納得させながら進めることである｡
今まで我々教師はこの部分を怠っていたのではないだろうか｡｢入試に出るから｣と目先の脅
しをかけるだけで,何のために学ぶのかを語らず して,生徒が頑張らないと嘆くのは筋違いで
あろう｡多くの生徒は納得できなければ本気で動かない｡
(2)授業を分からせる努力をしよう
学校で児童生徒がもっとも多く費やす時間は.各教科の授業である.この授業が分かりやす
いものであれば,今 日学校が抱えている問題の多くは解決するO生まれながらの興味関心も確
かにあるが,生徒は単純なもので,分からないから嫌いになり,分かるから好きになる部分が
多い｡授業が好きになれば学校生活の多くが楽しくなるのも道理で,やがては良い方-良い方
へと自然に転がるはずである｡
それでは生徒に授業を分からせるにはどうしたらよいか｡当然 (1)で述べたように教科の
目標を理解させることが第 1であるが,第 2は授業の展開の仕方であり,第3は授業外のホロ
ーである｡教師は生徒が興味を持つ趨材を多く取 り上げ,生徒を巻き込んで生き生きとした授
業を展開しなければならない｡そのためには教師は多くの事例を研究 し,広い知識を持たなけ
ればならないOそ して生徒に合った宿唐を課 し,提出された宿牌に時間をかけてコメン トして
やることが大切である｡宿題は生徒と教師とを結ぶ強い粋であり,誠意を込めて扱ってやるこ
とは ｢数学が好き｣になる早道なのである｡
(3)学校のシステムを変えよう
いずれにしても一つの授業を完成するために多くの準備や事後指導の時間がいるのである｡
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この時間がほとんどの学校現場で保証されていないO授業の空き時間がなく,放裸後は授業と
あまり関係ない事務処理や部活動による超過勤務が日常化 してお り.研修が必要な若手教員ほ
ど部活動の練習試合で休 日もないのが現状である｡中にはそれを良しとしている教師もいるの
だが,何がコアであり何がオプションであるかを取 り違えてはならない｡分かりやすい授業を
するために最大限の努力を払 うためのシステムがコアであり,それ以外はオプションだと考え
て良い｡
空き時間や放課後は分かりやすい授業をするための準備に費やされなければならないo空き
時間を確保するには物理的に教師の数を増やすことしかなく,これは国や県の仕事である｡放
課後の時間を確保するには,思い切って教師は部活動から手を引くことである｡ しかしせっか
くの施設だから,指導者を地域のボランティアや詐師に依頼するのは良い方法である｡また諸
行事も厳選 し,校務分掌をコアとオプションの観点から組み直せばスッキリし,事務処理に費
やす時間が激減するはずである｡これは学校長の裁量であろう｡学校の現状は生徒のためより
も校務分掌を充実させることに主眼が移ってしまい,知らぬ間に分鞍が巨大化 して教師の首を
絞めているのである.極端な話,分かるための授業のための分掌だけがコアで,保譲者にそれ
を理解 してもらうシステムと,進路や校内美化ぐらいがオプションで十分ではないだろうか｡
(4)生徒指導について
また教師のス トレスの原因となっているのが狭義の意味での生徒指導である｡思い切って頭
髪服装の問題は家庭に一任 してはどうであろうかOオリンピック選手やサッカー選手,そして
多くの親が茶髪にし,町中で明るい色に弛めたoLが生き生きと活躍 しているのを見るにつけ.
もはや生徒に禁止するには無理がある｡服装も同様である｡大学では全て学生に任せているか
らこそ,いがみ合わずまともに話ができている部分がある｡大学生と′ト･中 ･高校生とでは違
うとの意見も有ろうが,今時の大学生は中高校生と大差はない｡思い切って本人と家庭に一任
すれば案外我々が想像するよりも悪くならないような気がするし,そんな事例も多い｡禁止す
るから反発 してエスカレー トする部分も多く,教師のス トレスとなってきた｡服装はオプショ
ンである｡オプションに振 り回されるのはやめて,コアの授業に専念 したいものである｡
ただ,人間には壊れていく現象に惹かれる部分がある｡教師の力量が不足 しているのは論外
であるが,力量ある教師がいくら分かりやすい授業を心がけても,授業破壊にしか興味を示さ
ない病的な生徒も確かにいる｡他の生徒の授業を保証するためにも,このような生徒の自宅待
機はやむを得ないであろう｡今までの日本はマスコミも含めて,荒れる生徒の人権を大切にし,
迷惑を被る生徒の人権を犠牲にしてきた｡ しかし舟近は被害を被った者の人権を大切にしよう
と言う動きが出てきた｡これを機会に荒れる生徒の人権は学校とは別の方向で救いの道を考え
るとして,分かる授業に安心して専念ICきる乗鍵を作っていきたいものである0
8.終わLJに
pME24の感想から始まり,最近私が思ってることを書き殴ってしまった｡いくら話題提供と
言っても,あちこちから批判の嵐が聞こえてきそうである｡ しかしこれは,私が中学校,高等
学校,教育委貞会,大学と経験 してきたからこそ首えることでもある｡そして小泉内閣誕生の
興奮が冷めない内に藷論を沸騰 させたいとの思いもあるO学校内の分率が肥大細分化し過ぎた
ことにあまり気づかす,オプションの事務で忙 しい忙 しいと嘆いているo組織に人間が振り回
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されているのである｡教育委員会 も学校に要求する内容が多すぎる｡薙会やマスコミに追求さ
れないためであるが,教育委員会は学校を苦しめるより学校の防波堤とならなければならない｡
また議会やマスコミも少々の落ち度に目くじらを立てず,大きな目で教育をみてもらいたい｡
そ うでなければ本質を忘れた目先だけの教育になってします｡教師も ｢分かる授業のため｣に
全精力を捧げなければならないのは当然である｡
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